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水文気候解析とモデリング

ナノに繋がる

微小振動子や分子の振動を計ると、それらの置かれた場の力学的計測を通じた原子や
分子の可視化、判別が期待できます。本研究室では、いままでに、水分子の可視化や、
真空内での単原子マニピュレーション、原子レベルの3次元力場のマッピング、エミッショ
ンによる振動子の機械特性の計測に成功しています。

研究を通じて、原子や分子の振る舞いの観察、水和構造撮像、原子レベルの質量検出、
元素判定、高速現象可視化等が期待できます。

Coupling to Nano

◆液中AFM：常温純水中の表面で水分子が氷状に構造化していることを可視化
◆高周波低振幅超高真空AFM:MHｚ帯で１０ｐｍオーダの縦・横振動を用いた力の場

の3次元マッピングに成功

◆電子やイオンのエミッションを用いたナノ構造物の力学的計測の研究
◆原子レベルの質量検出／物質同定／ナノカンチレバー

図１．１０ｐｍ〜１Å振幅でＡＦＭ像取得 図2 原子レベルの横方向力勾配 図３ 常温での構造化した液体分子の可視化

図4．超高真空TEMAFM

図5．液中原子間力顕微鏡

図6．ナノ計測応用エミッターユニット

「注意」
特許、研究戦略、図表等の著作権上問題あると思
うものは使用しないでください。ご提出いただい
た原稿は、生研ホームページ、ポスター、ポス
ター集小冊子、など、様々な形で広報に活用いた
します。

白抜き部分のフォント、レイアウト等は自由です．
陸面水文モデリング & 大気と陸面の水収支・貯留・循環
21世紀気候変動予測革新プログラム

基礎的な水文気候プロセスおよびプロセス間
の相互作用は様々なスケールで水とエネル
ギーの循環を支配している。当研究室では、
これらに関する知見を蓄積し、より良く予測
できるようになることを目的として、主に地
球規模の現地観測および衛星観測によって得
られたデータとマクロスケールの水文モデル
を組み合わせることにより、研究を進めてい
る。

図2. 地表面水文モデルMATSIROを用いて1985-1999年における平均
地下水面の（地表面からの）深さをシミュレーションした結果

気候変動による水循環の変化

図1. 二酸化炭素ガスの増加に伴う気候変動によって引き起こされる
水循環に関連した環境問題

図 3. 地表面と大気の水収支を表した図

YEH研究室は2007年9月に「21世紀気候変動予
測革新プログラム」による補助のもと、設立さ
れた。当研究室は、地域の水資源の持続可能性
や水質、農業と生態系への気候変動の影響、人
間の福祉に重大な影響を及ぼす旱魃や洪水の予
測、気候変動と地域レベルから地球レベルの水
循環との間の相互作用といった、変動する気候
のもとで重要なテーマについて研究を進めてき
た。

当研究室で現在進めている研究:

(1) 浅い層における地下水面変動の全球水文モデルへの

組み込み

(2) 水文学におけるリモートセンシング - GRACEによる
陸水貯留量の観測

(3) 水文気候システムにおける地下水の役割と気候変動

の下での地下水の応答

(4) スケールの問題： サブグリッドスケールの変動と
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